
-0.15

-0.1

-0.05

0

0.05

0.1

0.15

0 5 10 15 20 25 30

加
速
度
（
m
/s

2 ）

時間（s）

対策前

-0.15

-0.1

-0.05

0

0.05

0.1

0.15

0 5 10 15 20 25 30

加
速
度
（
m
/s

2 ）

時間（s）

対策後

20

30

40

50

60

70

80

90

1 10 100

[0
-
P
]振

動
加
速
度
レ
ベ
ル
（d
B
）

周波数（Hz）

対策前

対策後

V-90
V-70
V-50
V-30
V-10

V-xxは知覚確率。

V-10は100人中10人

が振動を感じる。

測点④

1階壁際

測点⑥

3階中央

測点⑧

4階中央

対策前 56 72 74

対策後 45 58 57

減振量 11 14 17

40

45

50

55

60

65

70

75

振
動
レ
ベ
ル
（
d
B
）

～ 製造工場の機械振動対策 ～

事務所ビル内の振動問題を解消

E&Dテクノデザイン株式会社ご相談
ください

WIB工法 検索

効 果
対策後、1階ではほぼ予測通りの減振効果が得られた。一方、3,4階では予想以上の減振効果が得られ、目標を達成
した。そのためビル側の対策が不要となり、コスト削減に繋がった。（※図中の   はｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ解析による予測値(対策後)を示す）

・対策効果②：振動レベル ・対策効果③：居住性能評価

製造工場に近接する事務所ビルにおいて、製造機械の稼働が原因となる揺れが発生。揺れによる体調不良や精密作
業への影響により、業務に支障が出ていた。業務環境の改善のため、機械振動対策を実施した。

機械稼働中、事務所ビルの3階と4階では震度2程度の揺れが発生。また床
共振による振動増幅が大きいことも判明した。そこで、WIB工法で減振目標を
達成できなかった場合は、追加でビル側の対策を実施する計画が立てられた。

概 要

設 計

・対策内容

振動計測の結果に基づき、事務所ビル3階と4階の振動対策の減振目標（目標減振量、減振対象周波数等）を設
定した。また振動シミュレーション解析を実施して適切なWIB工の規模を検討し、設計図を作成した。

・現場状況

ED00063A

振動対策・液状化対策・不同沈下防止平成23年度

文部科学大臣
科学技術賞
開発部門

WIB工法
Wave Impeding Barrier

施工時期
（年月）

施工期間
（日）

施工面積
（m2）

総施工長
（m）

費用※

(円/m2)

2014.10 30 216 2,371 102,700

・対策効果①：加速度波形

※税抜金額。m2当りの費用は対策深度によって物件ごとに変化します。

技術審査証明: 第202204号 NETIS登録: KT-150072-A(公開終了)

050-8893-3700
神奈川県平塚市横内3773-2 カイジマ事務所3階

ビル4階の揺れが最も大きく、目標減振量は14dBに設定された。シミュレーション解
析では、WIB工の幅や杭長を変更して、減振効果が最も高くなる対策規模を検討
した（左上図）。その結果、WIB工による減振効果は約10dBと予測された。

シミュレーション結果を反映したWIB工設計図を作成し（右上図）、製造工場と
事務所ビルの間にある通路にWIB工を施工した（右下図）。

減振対象とした10Hzの振動が1/6程度に低減
し、業務に適した振動環境となった。

3,4階では、うなり現象の解消により予想以
上の減振効果が得られ、目標を達成した。

対策前はうなり現象を伴う揺れが発生
していたが、対策後は解消された。

測点⑧（4階中央）

WIB工

※①～⑧は計測点

測点⑧（4階中央）


	スライド 1

